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DuMA ニュースレター                                  2020年 2月 17日 

択捉島沖でマグニチュード７を超える地震が発生 

 ２月１３日、択捉島南東沖でマグニチュード７．２（気象庁計測）の地震が発生し、北海道東部地域で震

度４を観測しました。 

 

 この地震は『深発地震』と分類されるもので、１５５ｋｍという深い所で発生しました（普通の地震は１０−

６０ｋｍほどの深さが多い）。またこの地域は、政府・地震調査委員会の長期評価でも２０１７年暮に巨大

地震発生の切迫性がすでに指摘されている地域です。 

 

 北海道大学の解析でも、すでに長期的な地震活動静穏化現象というものが観察されており、ある意味、

東日本大震災発生前の状況に良く似ているとも考えられる領域で発生しました。 

 また、深発地震が発生すると、その後、その近くで浅い地震が発生するという考えが昔から指摘されて

います（東京大学名誉教授で、東海地震判定会・会長もつとめた茂木清夫先生が提唱した考えです）。 

 またマグニチュード７を超える地震は日本列島およびその周辺では、２０１７、１８、１９年には発生して

いませんでした。これはかなり珍しい現象と言えるかもしれません。ちなみに最後にマグニチュード７を
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超える地震が発生したのは、２０１６年４月の熊本地震と２０１６年１１月に福島県沖で発生した地震（東日

本大震災以降、唯一津波警報が発令された）でした。 

次の図には２０１６年以降に発生したマグニチュード６．７以上の地震をすべて図示してあります。 

 

 

中部・近畿・中国・四国地方の地下天気図® 

 １月６日のニュースレターに続き、中部地方から中国・四国地方にかけての地下天気図です。近畿地

方では非常に顕著な地震活動静穏化の異常が２０１７年の末から２０１８年にかけて出現し、その異常が

最大になった時に大阪北部地震（2018年 6月 18日）が発生しました。 

 その後、M タイプ地下天気図に再び青い地震活動静穏化が出現しています。次にお示しする地下

天気図は２月１４日時点の M タイプ地下天気図です。参考までにその下に１月２日、昨年１１月２１日時

点の M タイプ地下天気図を再掲します。 
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２月１４日時点の M タイプ地下天気図。１月の段階より、静穏化領域が小さくなっている。 

図中の■は、金沢、長野、静岡、名古屋、大阪と今回追加した神戸と串本の位置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１月２日時点の M タイプ地下天気図          昨年１１月２１日時点の M タイプ地下天気図 

 

 

 

地下天気図の時間変化曲線 

 地下天気図には、毎週お示ししている地図上に青い地震活動静穏化領域と赤い地震活動活性化領

域が示されるもののほかに、ある地点（たとえば大阪とか名古屋とか）における時間変化を示したもの（時

系列変化曲線）があります。 

http://www.sems-tokaiuniv.jp/DuMA/Tenkizu_Mikata2.pdf 

http://www.duma.co.jp/#!underground/c1nm0
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今週号では神戸と和歌山県・串本における地下天気図時間変化曲線をお示しします。 

 

 この図の横軸は２０１０年から２０２０年２月までの１０年２ヶ月の変化を示しています。２０１９年から開始

した近畿地方における地震活動の静穏化（再静穏化）は、大阪北部地震前に見られた静穏化より、顕

著なものではない事がこの図からわかります。これは少し安心な情報と言えるかと思います。 
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